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《決算説明補足資料》 平成21年05月11日

１．平成２１年３月期連結決算について

（１）損益実績 （２）※H２１年３月期連結経常利益の
(億円) H２０年３月期比５０億円増加の要因

億円

・生産/売上増による操業効果

・原材料、部品の購入価格ＵＰ

・燃料（主に油）の価格ＵＰ

・コスト改善、代価是正

・為替差損(＄114.74⇒104.82）

・減価償却費、人件費増加

・営業外損益改善

合計 50

（注）D/Eレシオの算出方法：有利子負債（リース債務除く）÷純資産

（３）連結受注・売上実績　（但し、輸出及びセグメント内の内訳は単体の主要製品を表示）

《受注高》 (億円) 《売上高》 (億円)

鉄鋼製品

電力・原子力

圧力容器類

ｸﾗｯﾄﾞ鋼管・鋼板

機械製品
樹脂製造・加工

成　形　機

地域開発事業

45

△ 15

△ 9

45

△ 13

△ 12

9

合　　計

（内、輸出）

　世界的な設備投資の急減により機械製品は減少、鉄鋼製品は堅調に推移し、売上高は前期比3％増加。　原材料
等の価格アップと為替の円高のマイナス要因をコスト改善と鉄鋼製品の増産効果により経常利益は前期比１６％増
益。投資有価証券評価損の計上により当期利益は減少。

67

△ 74

141

313

1,261

346

H20年3月期

1,078

36

△ 87

926

312

152

53

78

差　異

機械製品
樹 脂 製 造 ・ 加 工

1,174

302369

合　　計

20

2,645

217

(1,268)

365

18

17

272

349

△ 156

△ 99

△ 258

△ 146

ｸﾗｯﾄ ﾞ鋼管・鋼板

（内、輸出）

1,180

427

235

350

1,444

403

338

142

鉄鋼製品
電 力 ・ 原 子 力

圧 力 容 器 類

ｸﾞﾙｰﾌﾟ等

△ 5

17

2,404

15.8%

172

1.8%

178

599

154

6

(1,005)

1,200

182

197

251

1,186

257

21

175

14.0%

464

159

16

286

160

H21年3月期 H20年3月期

売上高経常利益率

0.52

0.07 △ 0.09

0.34

△ 15

差　異

315

△ 4

63

67

△ 4

△ 79

50

58

売 上 高

単　　　独

H20年3月期H21年3月期

2,271 2,208

1,8931,960

ｸﾞﾙｰﾌﾟ等

359

ｸﾞﾙｰﾌﾟ等

営業利益

単　　　独

ｸﾞﾙｰﾌﾟ等

経常利益   (※)

単　　　独

345

18

当期純利益

純Ｄ／Ｅレシオ

特別損益

Ｄ／Ｅレシオ

地域開発事業

成 形 機

有利子負債残高

単　　　独

311

366

△ 83

26

325

309

283341

297

28

41

48

△ 7

△ 8

△ 10

0.18

前期比

2.9%

－

－

12.6%

－

－

16.2%

－

－

－

－

－

-8.6%

(986)

△ 23

(1,144)

41

20

2,2082,271

75

△ 3

△ 241

(△ 263)

0.16

差　異 H21年3月期

219

20

△ 38

△ 3

63

(158)

風力発電機器風力発電機器
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２．平成２２年３月期の連結業績予想について

（１）損益計画 （２）※H２２年３月期連結経常利益予想の
(億円) H２１年３月期比８９億円減少の要因

億円

（３）連結売上計画（但し、輸出及びセグメント内の内訳は単体の主要製品を表示）

《売上高》 (億円) （４）設備投資計画 (億円)

以　上

　平成20年度下期からの不況により高付加価値製品である樹脂機械の大幅減少、風力発電機器の増加は寄与
するも売上高は前期比４％減少。経常利益は２５％減少を予想。当期純利益は横這の155億円を見込む。

・営業外損益悪化

合計

△ 74

18

・為替差損（＄＝９０円を想定)

・減価償却費増加、経費減少

9

△ 8

△ 18

△ 12

・燃料（主に油）の価格値下り

・コスト改善、代価減

-23.5%

－

－

差異

2

ｸﾗｯﾄ ﾞ鋼管・鋼板

・生産/売上減による操業損

・原材料、部品の購入価格値下り

ｸﾞﾙｰﾌﾟ等 250

△ 4

△ 89

△0.01

△ 124

△ 101

-24.8%

-3.0%

△ 139

46

0.26

106

－

0.57

12.4%

464

0.07

0.52

ｸﾞﾙｰﾌﾟ等 10 18

特別損益 △ 10 △ 83

359 △ 89

154

6

160

△ 81単　　　独 260 341

268 345

ｸﾞﾙｰﾌﾟ等 12 21

経常利益   (※) 270

－

△ 77

△ 9

営業利益 280 366 △ 86

311 －

単　　　独 1,920 1,960 △ 40

△ 61

-4.4%

H２２年３月期 H21年3月期 差異

売 上 高 2,170 2,271 △ 101

357

H２２年３月期

340鉄鋼製品関連

機械製品関連

地域・共通

合　　　計

1

16

H２２年３月期 H21年３月期

1,078

247

鉄鋼製品
電 力 ・ 原 子 力

圧 力 容 器 類

△ 162

90

成 形 機

樹 脂 製 造 ・ 加 工

機械製品

（内、輸出）

地域開発事業

合　　計

0

△ 101

(△ 166)(978)

2,271

(1,144)

17

－

－

△ 5

△ 8

73

－

－

3.4%

155

15.8%

純Ｄ／Ｅレシオ

単　　　独 150

ｸﾞﾙｰﾌﾟ等 5

570

0.33

売上高経常利益率

有利子負債残高

Ｄ／Ｅレシオ

当期純利益

単　　　独

△ 4

△ 1

前期比

2

387

H21年3月期

33

352

2,170

365

219

349

1,174

369

272

18

17

1,073

風力発電機器

245

110

265

1,080

455

265

210
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